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【要約】 
A Prospective Study of The Prevalence of Eosinophilic Esophagitis and The Expression 
of Tight Junction Proteins in Patients with Gastroesophageal Reflux Disease 
（胃食道逆流症における好酸球性食道炎の頻度とタイトジャンクション蛋白の変動に関す
る前向き研究） 
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【背景】好酸球性食道炎(EoE)は慢性的なアレルギー反応のために
好酸球の食道内浸潤が認められ、嚥下障害、つかえ感等の症状を
きたす疾患である。本邦では内視鏡受検者の 0.015%に EoEが認め
られる。欧米では増加傾向であり、本邦においても 2006年以降報
告が増加している。症状が GERDと類似することがあり、GERD
患者の中に EoE 症例が一定の割合で存在することが予想される。
Tight Junction (TJ)は種々の臓器、組織で細胞接着やバリア機能を担
っている Claudin family,Occludin,Junctional adhesion molecules 
(JAMs),cytosolic protein などの TJ proteinによって構成されるが
GERD患者における TJ proteinの発現に一致した見解はない。 
【目的】好酸球性食道炎（EoE）の有病率と胃食道逆流（GERD）
患者におけるタイトジャンクション（TJ）蛋白の発現を前向きに
検討することを目的とした。 
【方法】2012 年 4 月～2014 年 9 月までに 80 名の FSSGスコア 8 点
以上の GERD患者を対象とした。上部消化管内視鏡検査にて食道生
検を Zlineの 5cm、15cm口側より 2カ所ずつ計 4か所行い、少なく
とも一か所で HPFでの好酸球数が 15以上であった症例を EoEと診
断した。さらに Claudin-1, Claudin-4, Occludin, Zonula Occludin-1 (ZO-
1)といった TJタンパクの免疫化学的検討も行った。また症状と陽性
細胞の grade の相関を比較した。middle/lower esophagus 全体の HPF
での陽性細胞数の割合を grading.(Claudin-1 and 4; grade 1: < 30%, 
grade 2: 30 ~ 50%, grade 3: > 50% Occludin and ZO-1; grade 1: < 50%, 
grade 2: 50 ~ 70%, grade 3: > 70%. ) 
【結果】7人（8.8％）の患者が EoEと診断された。EoE群と非 EoE
群で患者背景に差は認められなかった。Table1,2に全体の患者背景、
EoE 群、非 EoE 群の患者背景を示す。7 例中、6 例は本研究参加前
にすでに PPI を内服していた。一例は研究参加後に PPI を導入され
たが、単独では症状の改善に至らず、ステロイドの内服拒否があっ
たため、抗 H1blocker 抗体ブロッカーの内服を重ねることで、症状
の改善に至った。EoE症例 7 例中、特徴的な内視鏡像を呈していた
のは 1 例のみであった。Figure1 に示す通り、GERD 患者における
ZO-1 陽性細胞の割合は中部食道より下部食道で有意に低かった。
（57.0 ± 14.4% vs. 67.1 ± 12.3%, p < 0.05）。一方で Claudin-1, Claudin-
4, Occludinの発現は中部食道、下部食道の間で有意な差を認めなか
った。また全ての TJタンパクの発現と FSSGスコアの間には有意な
相関は認められなかった（Figure2）。 
【結論】GERD患者における EoEの有病率は 8.8％であり、従来
の報告と比して非常に高い割合であった。GERD患者において下
部食道で ZO-1の発現が障害されていた。症状と相関はなく、潜
在的に下部食道の tight junctionが障害されている可能性が示唆さ
れた。 
 
